
いばらき県議会だより No.2032018年（平成30年）4月29日（日曜日） 4

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
調
査

特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

議
員　

地
方
創
生
の
推
進
に
当
た
り
根

幹
と
な
る
総
合
戦
略
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
考
え
の
下
で
改
訂
す
る
の
か
。

知
事　

計
画
期
間
内
に
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
地
方
創
生
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
人
口
減
少
対
策
の
正
念
場
と
考

え
る
今
後
十
年
間
に
、
本
県
の
将
来
の

姿
を
見
据
え
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
。

こ
の
た
め
、「
新
し
い
茨
城
づ
く
り
」
の

四
つ
の
挑
戦
を
基
本
目
標
と
し
、
新
た

な
数
値
目
標
や
高
い
目
標
値
に
加
え
、

二
〇
二
六
年
度
に
向
け
、
よ
り
チ
ャ
レ

ン
ジ
ン
グ
な
目
標
値
を
設
定
し
て
い
く
。

議
員　

今
年
一
月
か
ら
、
児
童
相
談
所

で
扱
う
全
て
の
虐
待
事
案
を
県
警
に
情

報
提
供
す
る
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
、
情
報
共
有
の
状
況
は
。

警
察
本
部
長　

児
童
の
生
命
・
身
体
に

重
大
な
危
害
が
及
ぶ
お
そ
れ
の
あ
る
情

報
は
た
だ
ち
に
、
そ
れ
以
外
の
全
件
情

報
に
つ
い
て
も
翌
月
に
は
提
供
さ
れ
、

以
前
よ
り
連
携
が
図

ら
れ
て
い
る
。
今
後

と
も
、
児
童
相
談
所

と
よ
り
一
層
の
連
携
、

情
報
共
有
を
図
っ
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
免
許
外
教

科
担
任
制
度
の
運
用
、

い
わ
ゆ
る
「
あ
お
り

運
転
」
等
へ
の
対
応

な
ど
も
質
問
）

議
員　

レ
ン
コ
ン
の
消
費
拡
大
に
向
け
、

レ
ン
コ
ン
料
理
の
開
発
と
紹
介
、
地
産

地
消
の
強
化
、
レ
ン
コ
ン
サ
ミ
ッ
ト
の

開
催
な
ど
を
提
案
す
る
が
、
所
見
は
。

農
林
水
産
部
長　

一
流
料
理
人
に
よ
る

レ
ン
コ
ン
料
理
の
レ
シ
ピ
開
発
を
進
め
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
い
く
。
ま

た
、
県
内
飲
食
店
で
の
レ
ン
コ
ン
料
理

フ
ェ
ア
や
集
客
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
通
じ
て
、
地
産
地
消
の

取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
、
レ
ン
コ
ン

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
つ
い
て
も
主
産
県

や
産
地
と
検
討
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

市
町
村
が
策
定
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基

本
計
画
に
つ
い
て
、
県
が
ひ
な
型
を
作

成
す
る
な
ど
、
同
計
画
を
積
極
的
に
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

市
町
村
で
は
、
成
年

後
見
制
度
の
重
要
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、

基
本
計
画
の
策
定
に
至
っ
て
い
な
い
の

が
実
情
で
あ
る
。
今
後
、
県
で
基
本
計

画
の
ひ
な
型
を
作
成
す
る
な
ど
、
市
町

村
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

と
県
総
合
計
画

の
策
定
、
国
道

三
五
四
号
土
浦

バ
イ
パ
ス
の
早

期
四
車
線
化
な

ど
も
質
問
）

志賀　秀之 議員
いばらき自民党
北 茨 城 市 選 出  

一括方式

八島　功男 議員
公 　 明 　 党
土 浦 市 選 出  

一括方式

　

平
成
三
十
一
年
に
本
県
で
開
催
予
定
で
あ
る
国
民
体
育
大
会
・
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
推
進
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
地
域

づ
く
り
な
ど
に
関
す
る
諸
方
策
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
う
た
め
に

設
置
さ
れ
た
「
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
調
査
特
別
委
員
会
」

（
海
野
透
委
員
長
）
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
に
第
一
回
委
員
会
を
開
催

し
て
以
降
、
こ
れ
ま
で
に
十
五
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
活
発
な
議
論

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第
十
四
回
委
員
会
で
は
、
競
技
施
設
の

整
備
状
況
や
第
十
七
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
の
ほ
か
、

式
典
実
施
計
画
の
策
定
や
企
業
協
賛
の
実
績
、
大
会
運
営
お
よ
び
情
報

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
状
況
な
ど
、
両
大
会
の
開
催
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
関
係
部
局
か
ら
の
説
明
聴
取
お
よ
び
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
月
に
開
催
さ
れ
た
第
十
五
回
委
員
会
で
は
、
競
技
施
設
の

整
備
状
況
に
つ
い
て
審
査
を
行
う
と
と
も
に
、
昨
年
十
月
に
委
員
会
で

取
り
ま
と
め
た
、
中
間
報
告
に
お
け
る
「
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
成
功
等
に
向
け
た
施
策
の
基
本
方
向
」
に
対
す
る
対
応
状
況
な
ど

に
つ
い
て
、
関
係
部
局
か
ら
の
説
明
聴
取
を
行
う
と
と
も
に
、
審
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

委
員
会
で
は
今
後
、
競
技
施
設
の
整
備
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

現
地
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
各
競
技
団
体
か
ら
参
考
人
を
招
き
、
競

技
力
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
聴
取
な
ど
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
両
大
会
の
成
功
に
向
け
た
諸
方
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

審
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※【技術実証ほ】…農作物の栽培技術などを実証し、展示することにより、現地への新しい技術の普及を図るほ場のこと。農作物を栽培する田畑をほ場（圃場）と呼ぶ。
ことば ※【ふくまる】…茨城県が育成した早生品種で、大粒、良食味で、コシヒカリより多収である水稲品種。

レ
ン
コ
ン
の
消
費
拡
大
へ
の

取
り
組
み

本
県
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

 
県
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

議
員　

県
産
米
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の

強
化
の
た
め
に
は
、「
ふ
く
ま
る
」
※

を
、

県
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
け
ん
引
す
る

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
に
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

農
林
水
産
部
長　

安
定
生
産
に
向
け
て

技
術
実
証
ほ
※

を
設
置
し
、
そ
こ
で
の

現
地
研
修
会
な
ど
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

情
報
発
信
力
の
高
い
米
穀
専
門
店
へ
の

販
売
を
通
じ
て
メ
デ
ィ
ア
露
出
の
機
会

を
増
や
す
ほ
か
、
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
た

め
量
販
店
で
の
試
食
販
売
な
ど
を
実
施

し
、
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
。

議
員　

県
内
で
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
人
身

へ
の
危
害
が
発
生
し
た
。
被
害
防
止
対

策
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

イ
ノ
シ
シ
に
出
会
っ

た
際
に
は
、
落
ち
着
い
て
ゆ
っ
く
り
行

動
す
る
こ
と
や
、
攻
撃
を
し
な
い
こ
と

な
ど
、
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
や
対
処
方
法

な
ど
を
広
く
周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、

県
猟
友
会
や
市
町
村
と
連
携
し
、
狩
猟

者
の
技
術
向
上
な
ど
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
日
本

一
の
芝
産
地
の
持

続
的
な
発
展
を
支

え
る
取
り
組
み
、

都
市
計
画
道
路
上

野
花
室
線
の
整
備
、

県
道
赤
浜
谷
田
部

線
の
整
備
な
ど
も

質
問
）

鈴木　　将 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出

一括方式

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
防
止
対
策
の
強
化

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

基
本
計
画
の
策
定

茨
城
県
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
改
訂

児
童
相
談
所
と
連
携
し
た

虐
待
事
案
へ
の
対
応

 

新
観
光
創
生

議
員　

政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に
新
観
光
創
生

が
掲
げ
ら
れ
、
県
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
に

も
つ
な
が
る
と
期
待
す
る
。
茨
城
の

デ
ィ
ー
プ
な
魅
力
の
発
信
な
ど
に
よ
り
、

海
外
か
ら
の
観
光
誘
客
に
努
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
戦
略

的
に
展
開
す
る
ほ
か
、
留
学
生
に
隠
れ

た
観
光
資
源
に
触
れ
た
感
動
体
験
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
も
ら
う
な
ど
観
光
資

源
を
創
出
す
る
。
ま
た
、
海
外
富
裕
層

の
獲
得
に
向
け
、
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と

な
る
ホ
テ
ル
な
ど
の
誘
致
に
取
り
組
む
。

議
員　

次
世
代
を
担
う
「
人
財
」
育
成

の
た
め
、
専
門
家
を
活
用
す
る
な
ど
の

本
県
独
自
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
強
化
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

民
間
企
業
と
連
携
し
た
教
材

開
発
な
ど
に
よ
り
、
学
校
の
授
業
を
充

実
さ
せ
る
。ま
た
、専
門
家
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
な
ど
、
中
高
生
が
継
続
的
・
発
展

的
に
学
べ
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
事
前
キ
ャ

ン
プ
誘
致
、
牛

久
沼
の
水
質
浄

化
な
ど
も
質
問
）

萩原　　勇 議員
いばらき自民党
龍 ケ 崎 市 選 出  

一括方式

茨城県まち・ひと・しごと創生会議の様子

レンコン料理の一つ
「カラフルレンコンマリネ」

「ふくまる」の効果的なPRを

本県独自の取り組みで、
プログラミング教育の強化を

一般質問（要旨）

３
月
６
日（
火
）

　

萩は
ぎ
わ
ら原　

　
　

勇
い
さ
む　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

八や
し
ま島　

　

功い
さ
お男　

　
　
（
公　
　

明　
　

党
）

　

鈴す
ず
き木　

　
　

将
ま
さ
し　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
７
日（
水
）

　

志し

が賀　
　

秀ひ
で
ゆ
き之　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

江え
じ
り尻　

　

加か

な那　

　
　
（
日
本
共
産
党
）

　

本ほ
ん
ざ
わ澤　

　
　

徹
と
お
る　

　
　

　
　
　
（
無　
　

所　
　

属
）

３
月
８
日（
木
）

　

髙た
か
は
し橋　

　

勝か
つ
の
り則　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

二ふ
た
か
わ川　

　

英ひ
で
と
し俊

　
　
（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

水み
ず
が
き柿　

　

一か
ず
と
し俊　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
９
日（
金
）

　

星ほ
し
だ田　

　

弘こ
う
じ司　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

川か
わ
ぐ
ち口　

　

政ま
さ
や弥　

　
　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

舘た
ち　

　
　

静し
ず
ま馬　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者


